
岩手大学

「学びの銀河」物語
(第四版)

;，~‘~ r世界がぜんたい幸福晶ならないうちは
~l"'~~ "":易自 個人の幸福は品川ないJ
司市福圃r.!I 賢治の言葉i革、まさにESDの価値観を表しています。

一



2-7 

CONTENTS 

はじめに
持続可能な共生社会の形威に寄与する
人聞の育成を包錯して

第一.
建学をめぐるドラマ
ー教i定数汗への決丘一

岩手大学

「学びの銀河」
物語

第二.

新学部創践をめぐるドラマ ト15
-消火}iJ'i.の進化一

第三章

第三のドラマはいま佳犠に 16-21
-{l}手大学の挑戦

第四窓

「学びの銀河jプロジェクト 22-お
一r-:. I .世紀1\~Ili l~ のftJi立を目指してー

26-27 キャンバスマップ

ー普手大学の理念と微青島領

は
じ
め
に

持
続
可
能
な
共
生
祉
会
の
形
成
に
寄
与
す
る

人
聞
の
育
成
を
目
指
し
て

岩
手
大
学
は
、
二

ω
C九
年
(
平
成
二
一
年
)
に

大
学
創
立
六
十
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
こ
の
節
目
と

忽
る
時
に
、
改
め
て
岩
手
大
学
の
歴
史
を
振
り
返
っ

て
み
る
と
、
そ
こ
に
は
様
々
な
ド
ラ
マ
と
感
動
が
あ

り
ま
し
た
。
こ
の
E
S
D
「
学
び
の
銀
河
」
物
語
は
、

そ
ん
芯
岩
手
大
学
の
歴
史
を
教
養
教
育
を
中
心
に
ま

と
め
た
も
の
で
す
。

教
養
教
育
に
焦
点
を
当
て
た
の
は
、
岩
手
大
学
が

取
り
組
ん
で
い
る
E
S
D
「
学
び
の
銀
河
」
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
多
く
の
方
に
理
解
し
て
も
5-つ
た
め
で

す。

E
S
D
と
は
m
c
c
O
R百
コ
『
O「
印
C
虫
色
コ
ωσ

一0

0
0
〈
①
一o
uヨ
の
コ
片
の
略
で
、
世
界
で
取
り
組
ま
れ
て
い

る
「
持
続
可
能
忽
共
生
社
会
の
形
成
に
寄
与
す
る
人

間
」
を
育
成
す
る
た
め
の
教
育
(
「
持
続
共
生
教
育
」
)

で
す
。
岩
手
大
学
は
、
大
学
教
育
に
求
め
ら
れ
て
い

る
「
一
二
世
紀
型
市
民
」
育
成
と
い
う
課
題
に
応
え

る
た
め
に
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。



そ
れ
を
言
い
換
え
た
の
が
、
「
T
字
型
人
間
」
で
す
。

持
続
可
能
芯
共
生
社
会
の
形
成
に
寄
与
す
る
人
間
と

は
、
こ
の
図
の
よ
う
に
、
横
軸
に
幅
広
い
教
養
を
身

に
付
け
、
縦
軸
に
深
い
専
門
性
を
備
え

た
人
間
で
す
。
し
か
も
、
「
E
S
D
の

価
値
観
」
、
す
芯
わ
ち
、
他
者
や
環
境

を
思
い
や
る
心
を
も
っ
て
両
者
を
結
合

し
た
人
間
で
す
。
こ
の
「
T
字
型
人
間
」

T字型人間

必
礎
に
市
世
打
ち
さ
れ
た
専
門
的
能
力

幅広く深い教ft
グローカルな視野

の
育
成
を
目
指
す
取
組
が
、

E
S
D

「
学
び
の
銀
河
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
芯
の

で
す
。こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
岩
手
大
学

が
建
学
以
来
の
教
養
教
育
を
め
ぐ
る
苦

闘
の
歴
史
を
踏
ま
え
た
新
た
な
挑
戦
と
言
え
ま
す
。

で
す
か
ら
、
こ
の
物
語
は
、
岩
手
大
学
の
建
学
を
め

ぐ
る
ド
一
フ
マ
か
う
始
ま
り
ま
す
。
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2 

章

建
学
を
め
ぐ
る
ド
ラ
マ

ー
教
養
教
育
へ
の
決
意
|

第「
官
立
」
の
重
み

岩
手
大
学
の
建
学
は
、
戦
後
、
ま
だ
ア
メ
リ
カ
を
中
心
と
す
る
連
合
国
の
占
領
下
に
あ
っ
た
一
九
四
九
年
(
昭
和
二
四
)

五
月
の
こ
と
で
す
。
た
だ
し
、
そ
の
母
体
と
な
っ
た
学
校
は
戦
前
か
ら
あ
り
ま
し
た
。

一
つ
は
、
一
八
七
六
年
(
明
治
九
年
)
に
盛
岡
師
範
学
校
と
し
て
設
置
さ
れ
、
名
称
や
組
織
変
更
を
繰
り
返
し
た
後
、

一
九
四
三
年
(
昭
和
一
八
年
)
に
官
立
と
な
っ
た
岩
手
師
範
学
校
で
す
。
現
在
の
教
育
学
部
の
前
身
で
す
。
教
育
学
部
の

前
身
に
は
、
も
う
一
つ
一
九
一
一
一
年
(
大
正
一

O
年
)
に
岩
手
県
立
実
業
補
習
学
校
教
員
養
成
所
と
し
て
設
置
さ
れ
、
一

九
四
四
年
(
昭
和
一
九
年
)
に
官
立
と
な
っ
た
岩
手
青
年
師
範
学
校
も
あ
り
ま
し
た
。

次
が
、
一
九

O
二
年
(
明
治
三
五
年
)
に
設
置
さ
れ
、
大
正
時
代
に
は
宮
津
賢
治
も
学
ん
だ
盛
岡
高
等
農
林
学
校
で
す
。

そ
の
名
称
は
戦
時
中
(
一
九
四
四
年
)
、
盛
岡
農
林
専
門
学
校
(
以
下
、
農
専
と
略
)
と
変
更
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
農

学
部
の
前
身
で
す
。
そ
し
て
、
一
九
三
九
年
(
昭
和
一
四
年
)
に
盛
岡
高
等
工
業
学
校
と
し
て
設
置
さ
れ
、
や
は
り

一
九

四
四
年
(
昭
和

一
九
年
)
に
名
称
を
変
え
て
い
た
盛
岡
工
業
専
門
学
校
で
す
。
現
在
の
工
学
部
の
前
身
で
す
。

こ
の
四
つ
の
官
立
学
校
が
母
体
と
な
っ
て
現
在
の
岩
手
大
学
が
建
学
さ
れ
る
の
で
す
が
、
実
は
、
そ
こ
に
は
ド
ラ
マ
が

あ
っ
た
の
で
す
。
と
い
う
の
も
、
こ
の
四
つ
は
対
等
平
等
と
い
う
関
係
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
官
立
と
し
て
の
歴
史

が
ま
る
で
違
っ
て
い
た
の
で
す
。
官
立
と
は
、
い
ま
で
一言
う
国
立
の
こ
と
で
す
。
歴
史
的
に
見
れ
ば
岩
手
師
範
学
校
が
一

番
古
い
の
で
す
が
、
一
九
四
三
年
(
昭
和
一
八
年
)
ま
で
は
県
の
学
校
で
、
国
立
と
し
て
の
歴
史
は
ほ
ん
の
数
年
で
す
。
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工
業
専
門
学
校
に
は
約
一

O
年
の
歴
史
が
あ
り
ま
す
が
、
農
専
に
は
四

O
年
を
越
え
る
歴
史
が
あ
り
ま
し
た
。
し
か
も
、

農
専
は
全
国
で
最
初
に
設
置
さ
れ
た
高
等
農
林
学
校
で
し
た
か
ら
、
す
で
に
大
正
末
に
は
大
学
に
昇
格
を
目
指
す
運
動
が

あ
っ
た
ほ
ど
で
し
た
。
そ
の
た
め
、
戦
後
も
農
専
は
、
同
窓
会
が
中
心
と
な
っ
て
単
独
で
の
大
学
昇
格
運
動
を
は
じ
め
た

の
で
す
。

農
専

・
東
北
大
学
合
併
案
V
S
総
合
大
学
案

そ
の
農
専
に
対
し
て
、

一
九
四
七
年
(
昭
和
二
二
年
)
二
月
に
東
北
大
学
か
ら
合
併
の
申
し
入
れ
が
あ
り
ま
し
た
。
戦

前
の
東
北
帝
国
大
学
に
は
農
学
研
究
所
は
あ
り
ま
し
た
が
、
農
学
部
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
東
北
地
域
で
は
盛
岡
高
等

農
林
学
校
こ
そ
が
長
く
農
学
の
メ
ッ
カ
だ
っ
た
の
で
す
。
こ
の
申
し
入
れ
に
対
し
、
農
専
同
窓
会
は
圧
倒
的
多
数
で
賛
成

し
ま
す
。
す
で
に
、
単
独
で
の
大
学
昇
格
は
絶
望
的
だ
っ
た
か
ら
で
す
。
九
月
に
は
、
農
専
教
官
会
議
も
合
併
推
進
を
決

定
し
、
合
併
案
は

一一

月
に
は
文
部
省
(
文
部
科
学
省
の
前
身
)
に
お
い
て
も
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
ち
ょ
う
ど
同
じ

一一

月
、
岩
手
県
選
出
の
国
会
議
員
野
原
正
勝
ほ
か
九
名
が
、
農
専
や
医
大
、
工
専
、
師

範
な
ど
を
総
合
す
る
総
合
大
学
案
を
決
議
し
て
発
表
し
ま
し
た
。
他
の
県
で
は
、
総
合
大
学
の
流
れ
が
主
流
と
な
り
つ
つ

あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
た
も
の
で
し
た
。
こ
れ
を
受
け
て
、

一
二
月
に
は
、
岩
手
総
合
大
学
期
成
同
盟
会
が
発
足
し
、
岩
手

県
議
会
も
ま
た
総
合
大
学
案
を
支
持
す
る
決
議
を
し
た
の
で
す
。
こ
の
結
果
、
岩
手
県
内
で
は
農
専

・
東
北
大
学
合
併
案

か
、
そ
れ
と
も
総
合
大
学
案
か
、
世
論
を
二
分
す
る
議
論
が
始
ま
り
ま
し
た
。

農
専
に
と
っ
て
み
れ
ば
、
東
北
大
学
と
合
併
し
た
方
が
予
算
や
施
設
の
充
実
が
期
待
さ
れ
ま
し
た
。
大
学
院
も
直
ち
に

設
置
さ
れ
、
研
究
が
充
実
し
て
、
そ
の
成
果
を
広
く
地
域
に
及
ぼ
す
こ
と
も
で
き
る
と
い
う
の
が
合
併
案
の
主
張
で
し
た
。

3 
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し
か
し
、
そ
こ
に
は
旧
制
帝
国
大
学
を
至
上
視
す
る
上
昇
志
向
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
合
併
推
進
側
が
使
っ
た
「
工

高
専
等
と
合
併
し
た
低
級
総
合
大
学
」
と
い
う
言
葉
に
現
れ
て
い
ま
し
た
。

こ
れ
に
対
し
て
総
合
大
学
案
が
県
民
・
市
民
に
提
示
し
た
の
は
、
地
域
に
密
着
し
て
、
地
域
の
学
術
・
教
育
の
中
核
た

ら
ん
と
す
る
建
学
の
構
想
で
し
た
。
教
員
組
合
も
合
併
案
に
反
対
し
、
総
合
大
学
案
を
強
力
に
応
援
し
た
団
体
の

一
つ
で

し
た
。
小
学
校
や
中
学
校
の
教
員
組
合
を
母
体
と
す
る
岩
手
県
教
員
組
合
が
県
議
会
に
提
出
し
た
「
合
併
反
対
に
つ
い
て

の
陳
情
書
」
に
は
、
「
将
来
地
方
分
権
が

一
段
と
確
立
さ
れ
、
本
県
に
お
け
る
総
合
大
学
実
現
の
暁
に
は
そ
の
最
大
の
基

礎
た
る
べ
き
は
言
う
ま
で
も
な
い
よ

と
、
総
合
大
学
へ
の
期
待
が
述
べ
ら
れ
て
い
た
の
で
す
。

一
九
四
八
年

(昭
和
二
三
年
)
を
通
じ
て
、
県
民

・
市
民
の
世
論
は
圧
倒
的
に
総
合
大
学
案
に
傾
い
て
い

4 

こ
、
っ
し
て
、

っ
た
の
で
す
。

一
府
県
一
大
学
の
大
方
針

実
は
、

当
時
の
教
育
行
政
に
絶
大
な
権
限
を
持
っ
て
い
た
の
は
、
連
合
軍
総
司
令
部

(G
H
Q)
の
民
間
情
報
教
育
局

(C
I
E
)
で
し
た
。
そ
の

C
I
E
が、

一
九
四
八
年
(
昭
和
二
三
年
)
六
月
に
新
制
大
学
に
つ
い
て
重
大
な
指
針
を
出

し
ま
し
た
。
一

府
県

一
大
学
の
大
方
針
で
す
。

こ
れ
は
、
州
が
先
ず
あ
っ
て
、
連
邦
政
府
が
あ
る
ア
メ
リ
カ
を
モ
デ
ル
と
し
た
も
の
で
し
た
。
ア
メ
リ
カ
は
、
現
在
で

も
禁
酒
法
の
あ
る
州
と
無
い
州
が
あ
り
ま
す
。
進
化
論
を
教
え
る
か
ど
う
か
問
題
と
な
っ
て
い
る
州
も
あ
り
ま
す
。
そ
れ

ほ
ど
州
の
権
限
は
強
大
で
す
。
高
等
教
育
を
含
む
学
校
教
育
は
、
州
の
自
立
の
基
礎
と
考
え
ら
れ
て
い
る
の
で
す
。
だ
か

ら、

一
府
県

一
大
学
の
方
針
に
は
、
必
ず
教
員
養
成
学
部
を
置
く
と
い
う
項
目
も
あ
り
ま
し
た
。
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つ
ま
り
、
こ
の
方
針
に
は
戦
前
の
中
央
集
権
的
国
家
に
よ
る
軍
国
主
義
教
育
を
否
定
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
戦
後
の

地
方
自
治
法
を
実
体
化
す
る
意
味
も
込
め
ら
れ
て
い
た
と
思
い
ま
す
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
こ
の
段
階
で
県
を
跨
い
だ
合

併
案
は
実
現
困
難
と
な
り
ま
し
た
。
文
部
省
議
を
す
で
に
通
過
し
て
い
る
こ
と
に
主
張
の
根
拠
を
置
い
て
い
た
農
専
教
官

会
議
は
、
こ
こ
で
深
刻
な
事
態
に
直
面
し
ま
す
。
す
で
に
、
合
併
案
は
孤
立
無
援
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

八
月
に
は
、
文
部
省
専
門
教
育
課
長
が
盛
岡
を
訪
れ
、
国
分
県
知
事
、
小
泉
盛
岡
市
長
と
と
も
に
、
鈴
木
重
雄
農
専
校

長
に
対
し
て
、
総
合
大
学
案
へ
の
参
加
を
要
請
し
ま
し
た
。
こ
れ
を
受
け
て
、
農
専
教
官
会
議
も
つ
い
に
総
合
大
学
へ
の

参
加
を
決
定
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
東
北
大
学
と
の
合
併
を
望
ん
で
い
た
の
は
、
農
専
の
教
官
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
農
専
の
学
生
も
ま
た
、
合
併
案
の
実
現
に
向
け
て
運
動
し
て
い
た
の
で
す
。

夏
期
休
暇
を
終
え
て
続
々
と
集
ま
っ
て
き
た
学
生
は
、
九
月
七
日
に
農
専
学
生
自
治
会
主
催
の
学
生
大
会
を
開
催
し
ま

し
た
。
そ
こ
で
、
鈴
木
校
長
か
ら
こ
こ
に
至
っ
た
経
緯
と
結
果
を
聴
き
、
そ
し
て
最
後
に
次
の
よ
う
な
声
明
を
発
表
し
ま

し
た
。「

わ
れ
わ
れ
は
合
併
案
が
あ
く
ま
で
正
し
い
こ
と
を
再
確
認
す
る
。
わ
れ
わ
れ
は
画
一
的
方
法
に
よ
り
学
制
改
革
の
確

立
を
失
う
こ
と
を
お
そ
れ
最
も
着
実
な
方
法
と
し
て
合
併
案
を
主
張
し
て
来
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
事
態
は
さ
き
に
合

併
案
に
賛
成
し
た
文
部
省
を
は
じ
め
東
北
大
学
教
官
会
議
、
同
窓
会
も
複
合
大
学
案
を
承
認
し
て
い
る
。
我
々
学
生
は
民

主
的
政
治
に
お
け
る
少
数
者
と
し
て
決
定
に
は
服
従
す
る
。
し
か
も
単
に
服
従
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
こ
れ
を
最
も
よ
く

運
営
す
る
た
め
に
全
力
を
尽
く
す
も
の
で
あ
る
。
」

こ
れ
は
、
過
去
へ
執
着
す
る
の
で
な
く
、
学
生
ら
し
い
潔
い
新
た
な
決
意
の
表
明
で
し
た
。

5 
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岩
手
大
学
の
発
足
と
建
学
の
精
神

6 

こ
う
し
て
岩
手
大
学
は
、
師
範
学
校
を
母
体
と
す
る
学
芸
学
部

(
定
員
四
八

O
名
)
、
工
専
を
母
体
と
す
る
工
学
部

(
定
員
一
一
一

O
名
)
、
農
専
を
母
体
と
す
る
農
学
部
(
定
員
一
五

O
名
)
の
三
学
部
で
、

一
九
四
九
年
(
昭
和
二
四
年
)
六

月
一
日
に
発
足
し
ま
し
た
。
そ
の
後
に
入
学
試
験
が
行
わ
れ
、
七
月
一
八
日
に
第
一
回
入
学
式
と
な
り
ま
し
た
。
初
代
の

学
長
と
な
る
鈴
木
重
雄
旧
農
専
校
長
は
、
発
足
に
あ
た
っ
て
『
岩
手
日
報
』
の
イ
ン
タ
ビ
ュ

ー
に
答
え
て
「
新
大
学
の
構

想
と
抱
負
」
を
次
の
よ
う
に
語
り
ま
し
た
。

「岩
手
大
学
は
各
専
門
学
校
を
統
合
し
て
出
来
た
総
合
大
学
で
あ
る
か
ら
各
学
部
が
連
絡
を
と
り
有
機
的
に
結
合
し
て

や
っ
て
い
く
よ
う
に
し
た
い
、
現
在
ま
で
は
専
門
学
校
と
し
て
各
専
門
部
面
の
研
究
に
重
点
を
置
い
て
来
た
が
今
後
は
新

制
大
学
の
趣
旨
に
基
づ
き
社
会
人
と
し
て
の
教
養
と
い
う
こ
と
を
第
一
義
に
考
え
個
性
の
育
成
か
ん
養
に
力
を
注
ぎ
た

い
。
ま
た
新
制
大
学
が
各
県
に

一
校
設
置
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
は
教
育
に
各
県
の
特
色
を
生
か
す
こ
と
が
主
眼
で
あ
り
、

岩
手
で
は
た
と
え
ば
農
学
部
は
東
北
農
事
試
験
場
と
緊
密
な
連
け
い
を
と
り
高
冷
地
農
業
の
研
究
を
す
る
と
か
、
工
学
部

で
は
埋
も
れ
た
岩
手
の
未
開
発
資
源
の
開
発
に
あ
た
る
と
か
い
う
よ
う
に
岩
手
の
大
学
と
い
う
特
色
を
生
か
し
た
い
。」

こ
の
よ
う
に
、
各
学
部
の
有
機
的
連
携
と
教
養
教
育
の
重
視
、
そ
し
て
岩
手
の
地
域
に
立
脚
し
た
特
色
を
出
す
こ
と
が
、

大
学
の
将
来
像
と
し
て
は
っ
き
り
と
打
ち
出
さ
れ
た
の
で
す
。

第
一
回
入
学
式
の
祝
辞
で
も
、
鈴
木
学
長
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
ま
す
。

「岩
手
大
学
第
一
回
生
の
入
学
を
祝
う
。
今
ま
で
の
専
門
校
は
専
門
の
み
に
重
点
を
お
い
た
の
で
教
養
部
門
が
欠
け
て

い
た
。
諸
君
は
世
界
的
視
野
に
立

っ
て
豊
か
な
教
養
と
独
創
的
な
頭
脳
を
も
っ
て
真
理
を
探
究
し
平
和
国
家
の
文
化
を
創

造
し
て
ゆ
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
新
制
大
学
は
特
に
人
格
の
陶
冶
と
い
う
こ
と
に
重
点
を
お
く
。
諸
君
は
完
全
な
人
格
を
養
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い
、
自
ら
判
断
行
動
せ
ね
ば
な
ら
な
い
よ

こ
の
よ
う
に
、
岩
手
大
学
は
、
建
学
を
め
ぐ
る
波
乱
に
満
ち
た
ド
ラ
マ
を
演
じ
た
後
、
こ
こ
に
地
域
に
立
脚
し
て
県

民

・
市
民
の
期
待
に
応
え
る
と
と
も
に
、
現
在
の
教
育
目
標
で
あ
る
「
教
養
教
育
と
専
門
教
育
と
の
調
和
」
を
建
学
の
理

念
と
し
て
打
ち
出
し
、
専
門
性
の
み
な
ら
ず
、
教
養
と
人
格
に
優
れ
た
人
材
の
養
成
を
目
指
し
て
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
の

で
す
。

初代学長鈴木重雄

7 
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第
二
章

新
学
部
創
設
を
め
ぐ
る
ド
ラ
マ
「
岩
大
方
式
」

一
般
教
育
部
の
設
置

l
岩
大
方
式
の
出
発

8 

の
進
化
形
|

教
養
教
育
の
重
視
を
打
ち
出
し
た
岩
手
大
学
で
し
た
が
、
最
初
の
試
練
は
岩
手
師
範
学
校
女
子
部
校
舎
の
消
失
で
し
た
。

当
時
、
内
丸
地
区
に
あ

っ
た
こ
の
建
物
を
教
養
教
育
の
講
義
室
と
し
て
使
用
す
る
予
定
で
し
た
が
、
そ
れ
が

一
九
四
八
年

(昭
和
二
三
年
)
八
月
に
全
焼
し
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。
大
人
数
の
講
義
を
す
る
に
も
教
室
が
な
い
。
そ
こ
で
発
足
の
翌

年

一
九
五

O
年
(
昭
和
二
五
年
)
九
月
か
ら
五
千
万
円
と
い
う
当
時
と
し
て
は
巨
額
の
予
算
に
よ
っ
て
、
現
在
の
人
文
社

会
科
学
部
の
敷
地
に
、

A
棟、

B
棟、

C
棟，

D
棟
の
四
つ
の
講
義
棟
が
建
設
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
内
、

A
棟
と

C
棟
は
国
費
に
よ
る
も
の
で
し
た
が
、

B
棟
と

D
棟
は
岩
手
県
と
盛
岡
市
か
ら

一
千
五
百
万
円
の
援

助
で
建
設
さ
れ
た
も
の
で
し
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
、
い
か
に
岩
手
県
民
と
盛
岡
市
民
が
岩
手
大
学
に
期
待
し
、
そ
れ
を

応
援
し
て
く
れ
て
い
た
か
が
わ
か
り
ま
す
。
と
も
か
く
建
物
は
で
き
、
教
養
教
育
を
行
う
条
件
は
整
っ
て
き
ま
し
た
。

発
足
当
時
、
教
養
課
程
の
教
育
は
、
学
芸
学
部
の
教
員
が
担
当
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
工
専
、
農
専

か
ら
も
七
名
の
教
員
が
学
芸
学
部
へ
配
置
換
え
と
な
り
、

三
二
名
の
教
員
が

一
般
教
養
教
育
の
担
当
者
と
な
り
ま
し
た
。

た
だ
し
、

一
般
教
養
教
育
の
実
施
に
は
、
「
も
っ
と
責
任
あ
る
体
制
で
独
立
し
て
運
営
す
べ
き
で
あ
る
」
と
い
う
意
見
が

工
学
部
と
農
学
部
か
ら
出
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
要
望
を
受
け
て
、

一
九
五
四
年

(昭
和
二
九
年
)
に
設
置
さ
れ
た
の
が
「

一
般
教
育
部
」
と
い
う
組
織
で
す
。
こ
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れ
は
一
般
教
育
の
担
当
者
に
加
え
て
、
各
学
部
か
ら
三

名
の
委
員
が
参
加
し
て
教
授
部
会
を
作
り
、
組
織
の
長

と
し
て
主
事
を
選
出
し
て
、
一
般
教
育
を
「
実
現
し
う

る
可
能
な
程
度
に
て
、
な
る
べ
く
独
立
態
勢
」
で
取
り

組
む
た
め
の
た
め
の
組
織
で
し
た
。
「
こ
れ
が
た
め
に

は
全
学
一
致
し
て
協
力
」
す
る
と
い
う
合
意
も
評
議
会

で
な
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の

一
般
教
育
部
の
設
置
は
、
全

国
で
「
岩
大
方
式
」
と
呼
ば
れ
、
全
学
の
協
力
に
よ
っ

て
教
養
教
育
を
重
視
し
た
取
り
組
み
と
し
て
注
目
を
集

め
た
の
で
し
た
。

教
養
部
の
発
足
l
第
二
の
試
練

岩
手
大
学
が

一
般
教
育
部
の
独
立
的
な
運
営
を
続
け

て
い
る
中
で
、
一
九
六
三
年
(
昭
和
三
八
年
)
に
中
央

教
育
審
議
会
か
ら
「
大
学
教
育
の
改
善
に
つ
い
て
」
と

い
う
答
申
が
出
さ
れ
、
教
養
部
と
い
う
独
立
部
局
の
設

置
と
い
う
方
針
が
打
ち
出
さ
れ
ま
し
た
。
そ
こ
で
一
般

教
育
部
の
実
績
を
持
つ
岩
手
大
学
で
も
、
教
養
部
の
設

一般教育部講義棟

9 
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置
に
向
け
た
動
き
が
は
じ
ま
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
教
養
部
の
設
置
が
岩
手
大
学
に
と
っ
て
は
、

の
厳
し
い
試
練
を
も
た
ら
す
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
。

と
い
う
の
は
、
同
じ
頃
に
、
教
員
養
成
審
議
会
か
ら
も
「
教
員
養
成
制
度
の
改
善
に
つ
い
て
」
と
い
う
建
議
が
な
さ
れ
、

教
員
免
許
状
の
付
与
の
条
件
と
し
て
国
に
よ
る
基
準
の
明
確
化
が
求
め
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
を
受
け
て
文
部
省
は
、
学
芸

学
部
と
い
う
名
称
を
教
育
学
部
に
改
め
る
こ
と
や
、
教
育
学
部
の
課
程

・
学
科
目
に
配
置
す
る
教
員
数
も
省
令
と
し
て
定

め
る
こ
と
に
し
た
の
で
す
。
こ
の
た
め
、
学
芸
学
部
で
は
、
省
令
に
基
づ
い
て
教
育
学
部
に
配
置
す
る
教
員
数
を
確
保
す

る
必
要
が
生
じ
、
結
果
と
し
て
、
新
し
い
教
養
部
に
配
置
さ
れ
る
教
員
数
は
少
な
く
な

っ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。

当
時
、

一
般
教
育
部
に
は
四
三
名
の
教
員
が
い
ま
し
た
。
そ
し
て
学
生
数
か
ら
割
り
出
し
た
望
ま
し
い
教
員
定
員
は
五

三
名
で
し
た
。
し
か
し
、
教
育
学
部
へ
の
改
組
の
た
め

一
般
教
育
部
か
ら
も
教
員
が
教
育
学
部
に
移
り
、

一
九
六
六
年

(昭
和
四

一
年
)
に
教
育
学
部
と

一
緒
に
発
足
し
た
教
養
部
は
、

三
一

名
と
い
う
き
わ
め
て
少
な
い
教
員
数
で
ス
タ
ー
ト

す
る
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
の
で
す
。

そ
の

一
方
で
教
養
部
は
、
独
立
の
部
局
と
し
て

一
年
生
と
二
年
生
が
在
籍
し
、
人
文

・
社
会

・
自
然
三
分
野
三
六
単
位
、

外
国
語

一
二
単
位
、
体
育
四
単
位
の
五
二
単
位
に
つ
い
て
、
そ
の
教
育
上
の
責
任
を
負
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
頃

よ
り
、
工
学
部
で
学
科
の
新
設
が
相
次
ぎ
、
学
生
定
員
が
増
え
て
い
き
ま
し
た
。
た
だ
し
、
そ
の
場
合
で
も
教
員
の
増
加

は
、
学
部
と
教
養
部
で
は
四
対
一
程
度
の
大
き
な
格
差
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
う
し
て
教
養
部
は
発
足
し
ま
し
た
が
、
実
態

と
し
て
は

一
般
教
養
教
育
を
担
う
教
員
が
圧
倒
的
に
不
足
し
て
い
ま
し
た
。
か
つ
て
全
国
的
な
注
目
を
集
め
た
岩
手
大
学

の

一
般
教
養
教
育
は
、
教
養
部
の
設
置
に
よ
り
、

一
転
し
て
貧
し
く
苦
難
の
時
代
を
迎
え
た
の
で
す
。 一

般
教
養
教
育
に
第
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襲
い
か
か
る
大
学
紛
争

そ
こ
に
襲
っ
て
き
た
の
が
大
学
紛
争
で
す
。

一
九
六
八
年

(昭
和
四
三
年
)
に
は
、
東
京
大
学
の
安
田
講
堂
が
過
激
化

し
た
学
生
に
よ
っ
て
封
鎖
さ
れ
、
翌
年
、
東
大
は
入
試
の
中
止
に
追
い
込
ま
れ
ま
し
た
。
政
府
は
「
大
学
運
営
に
関
す
る

臨
時
措
置
法
」
を
上
程
し
、
そ
れ
を
衆
参
両
院
で
強
行
採
決
し
ま
し
た
。
そ
の
こ
と
が
学
生
の
過
激
化
に
油
を
注
ぐ
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
岩
手
大
学
で
も
、
と
り
わ
け
教
養
部
で
様
々
な
セ
ク
ト
の
影
響
を
受
け
る
学
生
が
全
学
共
闘
連
合

(全

関
連
)
を
結
成
し
て
、
一
九
六
九
年
(
昭
和
四
四
年
)
九
月
に
は
、
学
長
室
へ
乱
入
し
て
、
全
国
的
に
見
ら
れ
た
「
大
衆

団
体
交
渉
」
を
要
求
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
対
し
て
岩
手
大
学
は
、
全
国
で
も
珍
し
い
学
生
と
教
員
に
よ
る
「
全
学
集
会
」
を
開
催
し
、
「
紛
争
の
原
因
追

求
と
そ
の
除
去
の
み
な
ら
ず
、
更
に
大
学
の
あ
る
べ
き
姿
に
向
か
っ
て
の
積
極
的
改
革
を
種
々
の
角
度
か
ら
取
上
げ
、
全

大
学
人
の
冷
静
か
つ
理
性
的
な
討
論
を
通
し
て
の
対
処
こ
そ
我
々
が
と
る
べ
き
道
だ
ろ
う
」
(
「
九

・
二
二
評
議
会
の
結
論

に
つ
い
て
」
)
と
し
て
、
学
生
が
要
求
す
る
問
題
も
「
大
学
問
題
検
討
委
員
会
」
で
検
討
す
る
こ
と
を
表
明
し
た
の
で
し

た
。し

か
し
、
そ
の
後
も
教
養
部
の
新
棟
が
全
闘
連
に
封
鎖
さ
れ
る
事
態
が
二
度
に
わ
た
っ
て
生
じ
、

一
九
七

O
年

(
昭
和

四
五
年
)
の
入
学
式
で
は

一
部
学
生
が
式
場
に
乱
入
し
て
演
壇
を
占
拠
し
た
り
し
ま
し
た
。
教
職
員
は
班
を
編
制
し
て
大

学
に
寝
泊
ま
り
す
る
な
ど
の
対
応
に
お
わ
れ
ま
し
た
。

そ
れ
で
も
、
校
舎
の
占
拠
が
二
度
で
、
そ
れ
も
教
職
員
の
説
得
に
よ
っ
て
自
主
的
に
解
除
さ
れ
た
こ
と
は
、
全
国
の
大

学
紛
争
の
中
で
は
珍
し
い
軽
微
な
も
の
で
し
た
。
多
く
の
大
学
で
は
、
校
舎
が
長
期
に
わ
た
っ
て
占
拠
さ
れ
た
り
、
破
壊

さ
れ
た
り
し
た
の
で
す
。
そ
の
残
党
が
、
現
在
で
も
学
生
寮
等
に
居
座
っ
て
い
る
大
学
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

11 
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し
か
し
、
教
員
が
少
な
く
、
教
養
部
で
の
学
生
へ
の
指
導
や
教
育
も
手
薄
と
な
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
岩
手
大
学
の
現

実
も
、
や
は
り
大
学
紛
争
を
深
刻
化
さ
せ
た
原
因
の
一
端
で
し
た
。
大
学
紛
争
は
、
教
養
部
設
置
以
来
の
岩
手
大
学
の
問

題
を
浮
き
彫
り
に
す
る
も
の
だ
っ
た
の
で
す
。

大
学
改
革
は
じ
ま
る
l
新
学
部
創
設
へ

一
九
七
三
年
(
昭
和
四
八
年
)
一
一
月
に
学
長
選
挙
が
行

わ
れ
、
岩
手
大
学
に
籍
を
置
い
た
こ
と
の
な
い
植
村
定
次
郎

元
東
京
大
学
教
授
の
就
任
が
決
ま
り
ま
し
た
。
学
外
に
人
材

を
求
め
た
学
長
選
出
は
、
岩
手
大
学
の
構
成
員
が
本
気
で
改

革
を
希
求
し
て
い
る
こ
と
の
表
れ
で
し
た
。
翌
一
九
七
四
年

(
昭
和
四
九
年
)
一
月
に
着
任
し
た
植
村
新
学
長
は
、
秋
田

大
学
の
医
学
部
設
置
に
触
発
さ
れ
、
新
学
部
創
設
が
課
題
と

な
っ
て
い
た
岩
手
大
学
の
将
来
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
述

べ
ま
し
た
。

第四代学長植村定次郎

「
地
方
大
学
の
改
革
課
題
は
教
養
課
程
や
教
養
部
の
改
革

と
大
学
院
の
改
革
の
二
つ
が
中
心
」
、
「
各
学
部
が
単

一
の
キ
ャ
ン
パ
ス
に
集
合
し
、
意
思
疎
通
が
可
能
で
あ
る
と
い
う
現

在
の
好
ま
し
い
条
件
を
生
か
す
こ
と
が
重
要
で
あ
っ
て
、
い
た
ず
ら
に
膨
張
を
も
と
め
る
べ
き
で
は
な
い
」
。

こ
の
指
針
に
よ
り
、
教
養
部
の
教
員
を
中
心
に

一
般
教
養
教
育
の
改
草
が
本
格
化
し
ま
し
た
。
そ
の
時
、

モ
デ
ル
と
な
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っ
た
の
は
、
教
養
部
を
改
組
し
て
総
合
科
学
部
と
い
う
学
部
を
創
設
し
て
い
た
広
島
大
学
で
す
。
教
養
部
で
は
、
直
ち
に

菊
池
誠
・
佐
藤
正
両
教
授
を
広
島
大
学
へ
派
遣
し
、
広
島
大
学
で
の
経
験
を
参
考
に
し
つ
つ
、
三
月
に
は
「

一
般
教
養
課

程
の
改
革
と
総
合
科
学
部
の
創
設
(
案
ご
を
ま
と
め
た
の
で
し
た
。

し
か
し
、
こ
の
時
、
不
幸
が
岩
手
大
学
を
襲
い
ま
す
。
着
任
し
て
間
も
な
い
植
村
学
長
が
四
月
二
二
日
に
急
逝
さ
れ
た

の
で
す
。
そ
れ
で
も
、
植
村
学
長
の
「
思
い
」
は
、
次
の
第
五
代
加
藤
久
弥
学
長
へ
と
引
き
継
が
れ
ま
し
た
。
加
藤
学
長

は
、
植
村
学
長
の
下
で
進
め
ら
れ
て
い
た
学
部
創
設
検
討
委
員
会
の
議
論
を
引
き
継
ぎ
、
教
養
部
が
ま
と
め
た
案
を
含
む

各
学
部
の
案
の
検
討
を
進
め
ま
し
た
。
そ
し
て
、
七
月
、
学
部
創
設
検
討
委
員
会
が
答
申
し
た
「
岩
手
大
学
の
研
究
・
教

育
改
革
と
学
部
創
設
に
つ
い
て
の
基
本
構
想
』
が
評
議
会
決
定
と
な
っ
た
の
で
す
。

そ
の
「
ま
え
が
き
」
に
は
、
「
本
構
想
で
は
、
ま
ず
、
「
人
間
的
教
養
人
と
専
門
人
の
育
成
の
調
和
』
を
学
部
創
設
・
大

学
改
革
の
柱
と
考
え
た
。
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
「
構
想
立
案
の
基
本
方
針
」
で
は
、
「
広
い
視
野
を
も
っ
て

全
人
格
的
な
完
成
を
方
向
付
け
る
こ
と
が
要
請
さ
れ
て
い
る
」
と
し
て
、
「
専
門
教
育
と
一
般
教
育
と
が
、
緊
密
な
連
携

を
形
成
し
て
、
一
体
化
し
て
実
施
さ
れ
る
方
法
が
探
求
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
」
。
「
そ
れ
ぞ
れ
の
学
部
が
、
そ
の
独
自
機
能

を
追
求
し
な
が
ら
、
そ
の
独
自
性
に
根
ざ
し
て
、
全
学
的
な
協
力
に
よ
っ
て
、
一
般
教
育
を
充
実
さ
せ
る
改
革
が
必
要
で

あ
る
。
」
と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
岩
手
大
学
が
改
革
を
行
う
に
あ
た
っ
て
、
改
め
て
建
学
の
理
念
に
立
ち
返
っ
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
し
た
。

そ
し
て
、
教
養
部
設
置
以
来
の
弱
体
化
し
た
一
般
教
養
教
育
を
全
学
協
力
の
下
に
再
編
強
化
す
る
こ
と
が
方
針
と
し
て
明

確
に
打
ち
出
さ
れ
た
の
で
す
。

教
養
部
を
総
合
科
学
部
と
す
る
案
は
、
次
の
将
来
計
画
委
員
会
へ
引
き
継
が
れ
、

一
九
七
五
年
(
昭
和
五

O
年
)
に
文

部
科
学
省
へ
概
算
要
求
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
ま
た
し
て
も
不
幸
が
岩
手
大
学
を
襲
い
ま
す
。
将
来
計
画

13 
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委
員
長
と
し
て
、
こ
の
概
算
要
求
の
先
頭
に
立
っ
て
い
た
三
神
悌
次
工
学
部
教
授
が
倒
れ
、
享
年
五
五
歳
で
亡
く
な
っ
て

し
ま
う
の
で
す
。

人
文
社
会
科
学
部
の
創
立
l
総
合
大
学
と
し
て
の
充
実

教
養
部
を
母
体
と
し
、
文
部
省
と
の
交
渉
の
過
程
で
人
文
社
会
科
学
部
と
名
称
を
変
更
し
た
新
学
部
が
設
置
さ
れ
た
の

は、

一
九
七
七
年
(
昭
和
五
二
年
)
五
月
で
す
。
教
養
部
の
教
員
は
、

三
人
名
に
増
え
て
い
ま
し
た
が
、
ま
だ

一
般
教
育

部
当
時
の
四
三
名
を
下
回
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
が
人
文
社
会
科
学
部
に
な
る
こ
と
に
よ
っ
て
九
二
名
の
体
制
と
な
り
ま

し
た
。
そ
し
て
、
こ
の
九
二
名
の
教
員
全
員
が
専
門
教
育
と

一
般
教
養
教
育
の
両
方
を
担
当
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
。

教
養
科
目
は
、

一
七
科
目
か
ら
二
六
科
目
へ
増
え
ま
し
た
。
新
た
に
総
合
科
目
六
科
目
が
新
設
さ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

外
国
語
科
目
、
体
育
科
目
も
大
幅
に
充
実
し
ま
し
た
。

人
文
社
会
科
学
部
の
創
設
は
、
岩
手
大
学
の
歴
史
に
大
き
な
意
味
を
持
つ
も
の
で
し
た
。
と
い
う
の
も
、
岩
手
大
学
は

総
合
大
学
と
は
い
っ
て
も
、
い
ず
れ
も
戦
前
の
専
門
学
校
を
母
体
と
す
る
専
門
職
業
人
養
成
の
性
格
の
強
い
大
学
で
し
た
。

そ
の
点
で
、
旧
制
弘
前
高
校
を
母
体
の

一
つ
に
持
つ
弘
前
大
学
な
ど
と
は
違
っ
て
い
ま
し
た
。
第
二
高
等
学
校
を
引
き
継

い
だ
東
北
大
学
も
そ
う
で
す
が
、
旧
制
高
校
を
前
身
に
持
つ
大
学
に
は
、
戦
前
来
の
教
養
主
義
の
伝
統
が
あ
っ
た
か
ら
で

す
。

「
使
わ
れ
る
人
間
で
は
な
く
、
人
を
使
う
人
間
に
な
れ
」
。
良
く
も
悪
し
く
も
旧
制
高
校
の
エ
リ
ー
ト
主
義
教
育
は
、

「
教
養
人
た
れ
」
を
モ

ッ
ト
ー
に
し
て
い
ま
し
た
。
専
門
職
業
人
を
強
く
志
向
す
る
人
達
の
中
に
は
、
そ
う
し
た
高
踏
的

な
教
養
主
義
を
嫌
う
人
も
い
ま
す
。
し
か
し
、
岩
手
大
学
が
建
学
に
あ
た
っ
て
掲
げ
た
の
は
、
専
門
人
と
教
養
人
の
調
和
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の
と
れ
た
人
格
で
す
。
そ
の
教
養
と
は
、
ノ

l
プ
レ
ス

・

オ
ブ
リ
l
ジ
ユ

(尊
き
が
ゆ
え
の
義
務
)
に
代
表
さ
れ
る

戦
前
の
エ
リ
ー
ト
主
義
的
な
教
養
で
は
な
く
、
新
し
い
市

民
社
会
の
担
い
手
と
し
て
の
教
養
で
す
。

そ
の
意
味
で
、
岩
手
大
学
の
中
に
四
つ
目
の
新
し
い
学

部
と
し
て
教
養
教
育
を
担
う
学
部
が
生
ま
れ
た
こ
と
は
、

岩
手
大
学
の
総
合
大
学
と
し
て
の
幅
を
広
げ
、
建
学
の
理

念
で
あ
り
、
現
在
の
教
育
目
標
で
あ
る
「
教
養
教
育
と
専

門
教
育
の
調
和
」
を
実
現
す
る
た
め
の
足
場
を
固
め
る
こ

と
を
意
味
し
た
の
で
す
。

タ診

人文社会科学部

15 
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第
三
章

第
三
の
ド
ラ
マ
は
い
ま
佳
境
に
ー
岩
手
大
学
の
挑
戦
|

激
変
を
遂
げ
つ
つ
あ
る
日
本
の
大
学

一
九
九

一
年
(
平
成
三
年
)
に
、
日
本
の
大
学
制
度
は
大
き
く
変
更
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
大
学
設
置

基
準
の
大
綱
化
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

そ
れ
ま
で
、
大
学
教
育
は
こ
の
設
置
基
準
に
よ
っ
て
事
細
か
に
決
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
特
に
、

一
般
教
養
教
育
と
専
門

教
育
は
明
確
に
区
別
さ
れ
、

一
般
教
養
教
育
の
最
低
単
位
数
も
分
野
毎
に
全
国

一
律
に
決
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
を
、

規
則
で
縛
る
こ
と
を
や
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
大
学
が
自
ら
の
見
識
に
よ
っ
て
卒
業
要
件
の
単
位
を
決
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
っ
た
の
で
す
匂
極
端
に
言
う
と
、
教
養
科
目
の
単
位
を
無
く
し
、
専
門
教
育
に
特
化
す
る
こ
と
も
可
能
と
な

っ
た
の
で
す
。

そ
の
結
果
、
教
養
教
育
の
単
位
数
を
減
ら
す
大
学
や
学
部
・
学
科
が
増
え
ま
し
た
。
同
時
に
、
一
般
教
養
教
育
を
担
当
し

て
い
た
教
養
部
の
解
体
が
全
国
的
に
起
こ
り
ま
し
た
。
岩
手
大
学
の
よ
う
に
教
養
部
を
学
部
に
改
組
し
た
大
学
は
少
な
く
、

多
く
の
大
学
で
は
教
養
部
が

一
般
教
養
教
育
を
担
当
し
て
い
ま
し
た
。

で
は
ど
う
し
て
、
こ
ん
な
に
も
急
激
に
教
養
部
が
解
体
し
て
い
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
は
や
は
り
教
養
部
と
学
部
の

聞
に
予
算
や
人
員
の
点
で
明
確
な
格
差
が
あ
っ
た
か
ら
で
す
。
そ
の
格
差
が
、
あ
た
か
も

一
般
教
養
教
育
は
低
レ
ベ
ル
の
教

育
、
専
門
教
育
が
高
レ
ベ
ル
の
教
育
で
あ
る
か
の
よ
う
な
誤
っ
た
観
念
を
大
学
全
体
に
浸
透
さ
せ
て
し
ま
っ
て
い
た
か
ら
で
す
。

教
養
部
が
解
体
さ
れ
た
大
学
で
は
、
教
養
部
に
所
属
し
た
教
員
は
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
に
近
い
学
部
に
分
か
れ
て
学
部
教
員
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に
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
新
た
に
全
学
の
全
教
員
に
よ
っ
て

一
般
教
養
教
育
を
行
う
方
式
に
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
責

任
部
局
が
無
く
な
っ
た
結
果
、

一
般
教
養
教
育
が
弱
体
化
し
て
い
っ
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
う
し
て
、
全

国
的
に
教
養
教
育
軽
視
の
時
代
が
や
っ
て
き
た
の
で
す
。

こ
れ
に
対
し
て
岩
手
大
学
は
、
単
位
数
の
見
直
し
は
さ
れ
ま
し
た
が
、
一
般
教
養
教
育
の
実
施
体
制
に
は
大
き
な
変
化
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
教
養
部
が
抱
え
て
い
た
問
題
は
、
す
で
に
人
文
社
会
科
学
部
の
創
設
で
あ
る
程
度
解
決
さ
れ
て
い
た

か
ら
で
す
。
で
す
か
ら
、
全
国
的
な
教
養
教
育
軽
視
の
中
で
も
、
岩
手
大
学
で
は
し
っ
か
り
し
た
一
般
教
養
教
育
が
維
持
さ

れ
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
岩
手
大
学
の
方
式
が
パ
ー
フ
ェ
ク
ト
か
と
言
え
ば
、
そ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
れ
は
、
教
養
教
育
が

人
文
社
会
科
学
部
任
せ
に
な
っ
て
お
り
、
他
の
三
つ
の
学
部
で
は
「
教
養
教
育
と
専
門
教
育
の
調
和
」
に
対
す
る
関
心
が
薄

く
な
っ
て
い
た
か
ら
で
す
。

大
学
教
育
セ
ン
タ
ー
方
式
の
登
場

こ
の
間
の
重
大
な
事
件
は
、
オ
ウ
ム
真
理
教
が

一
九
九
五
年
(
平
成
七
年
)
に
起
こ
し
た
地
下
鉄
サ
リ
ン
事
件
で
す
。

こ
の
事
件
に
は
、
東
大
や
京
大
、
慶
応
、
早
稲
田
な
ど
ト

ッ
プ
ク
ラ
ス
の
大
学
の
理
系
の
学
生
が
多
数
関
与
し
て
い
ま
し

た
。
専
門
分
野
に
お
い
て
は
優
れ
た
能
力
や
知
識
を
持
ち
な
が
ら
、
一
般
社
会
人
と
し
て
の
判
断
力
が
欠
落
し
、
反
社
会

的
集
団
に
取
り
込
ま
れ
て
不
特
定
多
数
の
大
量
殺
人
に
荷
担
し
た
学
生
が
多
数
で
た
こ
と
は
国
会
で
も
問
題
と
な
り
ま
し

た
。
社
会
か
ら
も
大
学
の

一
般
教
養
教
育
の
あ
り
方
に
対
す
る
疑
問
が
出
さ
れ
た
の
で
し
た
。

こ
う
し
た
中
で
、
教
養
部
を
解
体
し
た
大
学
で
も
改
め
て

一
般
教
養
教
育
を
再
構
築
す
る
新
し
い
挑
戦
が
開
始
さ
れ
た

17 
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の
で
す
。
そ
れ
は
、
新
た
に
大
学
教
育
セ
ン
タ
ー
と
い
う
組
織
を
作
り
、
そ
こ
を
中
心
に
全
学
部
の
全
教
員
が
分
担
し
て

教
養
教
育
を
行
う
体
制
の
整
備
で
す
。
各
学
部
の
教
員
は
、
専
門
教
育
だ
け
で
な
く
教
養
教
育
も
平
等
に
分
担
す
る
こ
と

で
、
何
よ
り
も
大
学
が
全
体
と
し
て
教
養
教
育
に
関
心
を
持
つ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

特
に
、
北
海
道
大
学
の
「
進
化
す
る
コ
ア
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
」
と
い
う
取
り
組
み
は
有
名
で
、
文
部
科
学
省
か
ら

G
P

(。。。仏
P
R巴
2
の
略
)
と
い
う
予
算
的
な
支
援
も
受
け
て
い
ま
す
。
弘
前
大
学
で
も
「
一二

世
紀
教
育
プ

ロ
グ
ラ
ム
」

と
い
う
名
前
で
、
旧
制
弘
前
高
校
以
来
の
教
養
教
育
の
伝
統
を
新
し
く
再
編
す
る
取
り
組
み
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

西
日
本
で
は
、
山
口
大
学
や
愛
媛
大
学
、
広
島
大
学
な
ど
中
国
四
国
の
大
学
が
有
名
で
す
。
こ
れ
は
、
か
つ
て
山
口
大

学
の
贋
中
平
祐
学
長
が
「
学
生
中
心
の
大
学
」
作
り
を
提
唱
し
、
シ
ス
テ
ム
と
し
て
の
教
育
を
重
視
す
る
方
針
を
明
確
に

打
ち
出
し
た
こ
と
が
周
辺
大
学
に
も
影
響
を
与
え
て
い
る
よ
う
に
思
え
ま
す
。

岩
手
大
学
の
挑
戦

岩
手
大
学
も
、
決
し
て
静
観
し
て
い
た
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
岩
手
大
学
の
伝
統
と
実
績
を
踏
ま
え
、
新
し
い
時
代
に

見
合

っ
た
全
学
的
な
教
育
体
制
を
作
る
た
め
の
努
力
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
二

O
O
O年

(平
成

二
一
年
)
に
は
、
教
育

協
議
会
と
い
う
組
織
の
下
に
、
健
康

・
ス
ポ
ー
ツ
科
目
は
教
育
学
部
、
情
報
科
目
は
工
学
部
、
環
境
教
育
科
目
は
農
学
部

と
い
う
よ
う
に
、
人
文
社
会
科
学
部
以
外
の
学
部
も
全
学
共
通
教
育
に
責
任
を
持
つ
全
学
部
責
任
体
制
に
移
行
し
ま
し
た
。

こ
の
時
に
四
学
部
が
そ
れ
ぞ
れ
の
特
色
を
活
か
し
て
開
設
し
た
環
境
教
育
科
目
は
、
全
国
的
に
見
て
も
珍
し
い
岩
手
大
学

の
大
き
な
特
色
と
な
り
ま
し
た
。

そ
し
て
、

二
O
O四
年

(平
成

一
六
年
)、
全
国
の
国
立
大
学
は
、
法
人
化
と
い
う
新
制
大
学
発
足
以
来
の
大
変
革
を
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行
な
い
ま
し
た
。
岩
手
大
学
も
建
学
の
と
き
に
寄
せ
ら
れ
た
県
民
・
市
民
の
期
待
を
改
め
て
思
い
返
し
、
「
岩
手
の
大
地

と
人
と
共
に
」
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
高
く
掲
げ
ま
し
た
。
同
時
に
、
建
学
の
理
念
で
あ
っ
た
「
教
養
教
育
と
専
門
教
育

と
の
調
和
」
を
教
育
目
標
と
し
て
明
確
に
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
そ
の
実
行
に
責
任
を
負
う
機
関
と
し
て
大
学
教
育
セ
ン

タ
ー
を
設
置
し
た
の
で
す
。
中
期
目
標
に
は
、
全
学
共
通
教
育
を
全
教
員
が
担
当
す
る
こ
と
が
書
き
込
ま
れ
ま
し
た
。

人
文
社
会
科
学
部
と
い
う
教
養
教
育
の
中
心
部
局
が
あ
る
こ
と
は
、
依
然
と
し
て
岩
手
大
学
の
強
み
で
す
。
そ
れ
に
各

学
部
の
さ
ら
な
る
協
力
体
制
が
加
わ
れ
ば
、
も
っ
と
充
実
す
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
は
一
九
七
四
年

(
昭
和
四
九
年
)
に
、
学
部
創
設
委
員
会
が
打
ち
出
し
た
方
針
、
す
な
わ
ち
「
そ
れ
ぞ
れ
の
学
部
が
、
そ
の
独
自
機
能
を

追
求
し
な
が
ら
、
そ
の
独
自
性
に
根
ざ
し
て
、
全
学
的
な
協
力
に
よ
っ
て
、
一

般
教
育
を
充
実
さ
せ
る
改
革
」
を
バ
ー
ジ

ョ
ン
ア

ッ
プ
す
る
た
め
の
新
た
な
挑
戦
で
す
。
こ
の
挑
戦
の
中
心
と
な
っ
た
の
が
、
大
学
教
育
セ
ン
タ
ー
で
し
た
。

岩
手
大
学
の
旗
印
と
し
て
の
E
S
D
(
m
a
g
a
-
oコ
雪
印
5
H
S
S
5
2く
0
5
3
0
2
)

い
ま
、
全
国
の
大
学
は
少
子
化
の
影
響
を
受
け
て
激
し
い
競
争
の
時
代
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
大
学
が
改
革

に
積
極
的
に
取
り
組
み
、
大
学
と
し
て
の
特
色
を
明
確
に
す
る
努
力
を
行
っ
て
い
ま
す
。
受
験
生
に
対
し
て
も
、
あ
る
い

は
学
生
が
就
職
す
る
民
間
企
業
に
対
し
て
も
、
ど
の
よ
う
な
特
色
あ
る
教
育
を
行
っ
て
い
る
か
示
せ
な
く
て
は
、
大
学
は

選
ば
れ
ま
せ
ん
。

こ
の
改
革
競
争
の
時
代
に
、
岩
手
大
学
が
拠
っ
て
立
つ
基
盤
は
ど
こ
に
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た

よ
う
に
、
「
教
養
教
育
と
専
門
教
育
の
調
和
」
、
こ
れ
が
岩
手
大
学
の
建
学
の
理
念
で
す
。
「
単
一
キ
ャ
ン
パ
ス
で
意
思
疎

通
が
可
能
」
と
い
う
有
利
な
条
件
を
生
か
し
て
、
「
こ
れ
が
た
め
に
は
全
学
一
致
し
て
協
力
す
る
」
、
こ
れ
が
岩
手
大
学
が
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培
っ
て
き
た
伝
統
で
す
。
こ
の
幾
人
も
の
人
達
に
よ
っ
て
引
き
継
が
れ
て
き
た
「
思
い
」
を
未
来
へ
と
発
展
さ
せ
て
い
く

こ
と
こ
そ
、
岩
手
大
学
が
こ
れ
か
ら
生
き
る
道
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
も

っ
と
も
っ
と
岩
手
大
学
が
特
色
を
は
っ
き
り
と
打
ち
出
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
岩
手
大
学

は
、
日
本
が
提
案
し
て
国
連
で
決
議
さ
れ
た
「
持
続
可
能
な
開
発
の
た
め
の
教
育

(
E
S
D
)
の一

O
年
」
を
教
育
の
旗

印
と
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
そ
れ
が

E
S
D
「
学
び
の
銀
河
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
。

こ
の

E
S
D
と
は
、
「
思
い
や
る
心
」

H

「
尊
重
と
い
う
価
値
観
」
を
中
心
に
置
い
て
、
す
べ
て
の
教
育
科
目
を
つ
な

い
で
い
く
教
育
で
す
。
そ
れ
は
、
未
来
の
世
代
の
暮
ら
し
を
思
い
や
る
こ
と
、
あ
る
い
は
他
の
地
域
の
人
達
を
思
い
や
る

こ
と
、
地
球
上
の
資
源
や
他
の
生
物
の
こ
と
ま
で
思
い
や
る
こ
と
で
す
。
そ
れ
は
、
「
持
続
可
能
な
共
生
社
会
づ
く
り
の

た
め
の
教
育
」
(
持
続
共
生
教
育
)
と
言
い
換
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
こ
で
、
こ
の

E
S
D
(持
続
共
生
教
育
)
を

す
べ
て
の
全
学
共
通
教
育
科
目
が
共
通
に
意
識
し
て
教
育
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
に
し
た
の
で
す
。

岩
手
大
学
は
、
こ
れ
ま
で
環
境
教
育
に
力
を
入
れ
て
き
ま
し
た
。
教
育
目
標
の
中
に
は
、
「
環
境
問
題
を
は
じ
め
と
す

る
複
合
的
な
人
類
的
諸
課
題
に
対
す
る
基
礎
的
な
理
解
力
」
が
あ
り
ま
す
。
岩
手
大
学
が
環
境
教
育
を
重
視
し
て
き
た
背

景
に
は
、
「
世
界
が
ぜ
ん
た
い
幸
福
に
な
ら
な
い
う
ち
は
個
人
の
幸
福
は
あ
り
え
な
い
」
と
い
っ
た
詩
人
宮
津
賢
治
の
影

響
も
あ
り
ま
す
。
宮
津
賢
治
が

『銀
河
鉄
道
の
夜
』
の
中
で
、
主
人
公
の
ジ
ヨ
パ
ン
ニ
に
次
の
よ
う
に
語
ら
せ
て
い
ま
す
。

「
僕
も
う
あ
ん
な
大
き
な
暗
の
中
だ
っ
て
こ
わ
く
な
い
。
き
っ
と
み
ん
な
の
ほ
ん
と
う
の
さ
い
わ
い
を
さ
が
し
に
行
く
。

ど
こ
ま
で
も
ど
こ
ま
で
も
僕
た
ち
一
緒
に
進
ん
で
行
こ
う
。」

こ
の
「
み
ん
な
の
ほ
ん
と
う
の
さ
い
わ
い
」
を
探
す
生
き
方
こ
そ
、

E
S
D
が
目
指
し
て
い
る
も
の
で
す
。
宮
津
賢
治

は
、
岩
手
大
学
の
母
体
の
一
つ
、
盛
岡
高
等
農
林
の
卒
業
生
で
あ
り
、
私
た
ち
、
そ
し
て
み
な
さ
ん
た
ち
の
先
輩
で
す
。

岩
手
大
学
は
、
こ
の
世
界
的
な
先
達
を
持
つ
大
学
で
あ
る
こ
と
を
自
覚
し
て
、
環
境
問
題
に
加
え
て
、
貧
困
や
平
和
の
問
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題
、
人
権
や
ジ
エ
ン
ダ
ー
な
ど
の
経
済
、
社
会
、
文
化
に
も
視
点
を
広
げ
る

E
S
D

手
大
学
の
特
色
を
よ
り
明
確
に
し
た
い
の
で
す
。

(持
続
共
生
教
育
)
に
よ
っ
て
、
岩

「

T
字
型
人
間
」
の
育
成
を
目
指
し
て

「
思
い
や
る
心
」
と
は
、
自
ら
が
そ
れ
に
つ
な
が
っ
て
い
る
認
識
と
理
解
と
言
い
換
え
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
自
ら
が

さ
ま
ざ
ま
な
人
類
的
諸
課
題
に
つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
こ
か
ら
次
の
行
動
と
実
践
の
問
題

が
見
え
て
き
ま
す
。
私
た
ち
が
全
学
共
通
教
育
で
目
指
し
て
い
る
の
は
、
そ
う
し
た
行
動
や
実
践
の
指
針
に
な
る
よ
う
な

教
育
で
す
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
れ
は
各
科
目
の
特
性
に
よ
っ
て
、

一
律
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
持
続
可
能
な
未
来
の

た
め
に
何
を
す
べ
き
か
、
と
い
う
共
通
の
問
題
意
識
に
よ
っ
て
、
全
学
共
通
教
育
が

「
現
代
を
生
き
る
力」

と
な
る
こ
と

を
期
待
し
て
い
ま
す
。

そ
れ
は
ま
た
、
全
学
共
通
教
育
だ
け
に
閉
じ
た
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
む
し
ろ
各
学
部
の
専
門
教
育
は
、
現
実
社
会

の
問
題
や
持
続
可
能
な
社
会
の
形
成
と
密
接
に
つ
な
が
る
様
々
な
教
育
研
究
分
野
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
で
す
か
ら
、

重
要
な
の
は
、
全
学
共
通
教
育
と
専
門
教
育
が
有
機
的
結
合
さ
れ
る
こ
と
で
す
。
こ
れ
ま
で
は
、
全
学
共
通
教
育
と
専
門

教
育
が
ど
の
よ
う
に
つ
な
が
る
の
か
わ
か
ら
な
い
、
と
い
う
学
生
の
声
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
そ
れ
を
わ
か
り
や
す
く
示
し
た
の
が
、
冒
頭
に
図
で
示
し
た

「
T
字
型
人
間
」

と
い
う
モ
デ
ル
な
の
で
す
。

横
軸
に
幅
広
い
教
養
を
持
ち
、
縦
軸
に
深
い
専
門
性
を
備
え
た

「
T
字
型
人
間」
。
こ
の
両
方
の
軸
を
結
ぶ
要
が

E
S
D

(
持
続
共
生
教
育
)
の
価
値
観
で
す
。
で
す
か
ら
、
「
T
字
型
人
間」

の
育
成
と
は
、

「教
養
教
育
と
専
門
教
育
の
調
和
」

と
い
う
建
学
以
来
の
教
育
目
標
を
言
い
表
し
た
も
の
な
の
で
す
。
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「
学
び
の
銀
河
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

「↓二

世
紀
型
市
民
」

22 

第
四
章

の
育
成
を
目
指
し
て
|

四
つ
の
領
域
設
定

岩
手
大
学
で
は
、
授
業
科
目
を
四
つ
の
領
域
で
分
類
す
る
こ
と
を
始
め
ま
し
た
。
四
つ
の
領
域
と
は
、
「
環
境
」
「
経
済
」

「
社
会
」
「
文
化
」
で
す
。
こ
れ
は
、
一
九
九
二
年
の
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
で
開
催
さ
れ
た
地
球
サ
ミ

ッ
ト
に
お
い
て
、

「
環
境
」
の
問
題
は
、
「
経
済
」
、
「
社
会
」
と
切
り
離
す
こ
と
が
で
き
ず
、
常
に
こ
の
関
連
性
と
バ
ラ
ン
ス
を
取
っ
て
い
く

こ
と
が
持
続
可
能
な
社
会
づ
く
り
の
た
め
に
不
可
欠
で
あ
る
と
い
う
認
識
が
示
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
を
「
持
続
可
能

な
開
発
」

(
ω
g
g
B与
一
ゆ
り

2
巳
8
B
g
cの
「
ト
リ
プ
ル
・
ボ
ト
ム
ラ
イ
ン
」
と
言
い
ま
す
。

岩
手
大
学
は
、
図
の
底
面
に
あ
る
よ
う
に
「
環
境
」

「
経
済
」
「
社
会
」

に
加
え
て
、
そ
れ
ら
全
体
を
包
み
込
む
「
文
化
」

の
領
域
も
設
定
し
ま
し
た
。
「
環
境
」
は
開
口
三
円
O

ロ
E
g片の
E
、
「
経
済
」
は

E
R
W巾
仲

間

g
ロ。
EM『の
M
、
「
社
会
」
は

印
。
巳
旦
可
の
S
、
「
文
化
」
に
は
の
巳
E
Z
の
C
を
マ
l
ク
と
し
て
つ
け
て
あ
り
ま
す
。
全
学
共
通
教
育
に
は
、
教
養
科
目
や

環
境
教
育
科
目
、
共
通
基
礎
科
目
な
ど
様
々
な
分
類
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
の

4
つ
の
領
域
は
そ
れ
と
は
別
に
、
専
門
教
育

も
含
め
て
共
通
の
領
域
設
定
で
す
。

こ
れ
ま
で
教
養
教
育
に
は
、
一
つ

一
つ
は
興
味
深
い
授
業
科
目
で
も
科
目
聞
の
関
連
が
見
え
ず
、
断
片
的
な
知
識
を
得

る
だ
け
に
留
ま
る
と
い
う
問
題
が
指
摘
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
教
養
科
目
と
専
門
科
目
の
関
連
も
わ
か
ら
な
い
と
い

う
指
摘
も
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
4
つ
の
分
類
は
、
そ
う
し
た
指
摘
に
少
し
で
も
応
え
て
、
科
目
間
の
関
連
性
が
わ
か
る
よ
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う
に
す
る
た
め
の
指
標
で
す
。

四
つ
の
タ
イ
プ
設
定

こ
の
領
域
設
定
に
加
え
て
四
つ
の
タ
イ
プ
で
も
科
目

を
分
類
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
岩
手
大
学
オ

リ
ジ
ナ
ル
の
試
み
で
す
。
四
つ
の
タ
イ
プ
と
は
、
「
関

心
の
喚
起
一
タ
イ
プ

1
」
「
理
解
の
広
が
り
と
深
化
一

タ
イ
プ

2
」
「
学
生
参
加
型
一
タ
イ
プ

3
」
「
問
題
解
決

の
体
験
一
タ
イ
プ

4
」
で
す
。
下
の
図
で
は
右
端
に
矢

印
で
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
知
識
と
し
て
単
位
理
解
し
て
い
る
、
知
っ

て
い
る
だ
け
で
な
く
、
学
び
を
行
動
に
結
び
つ
け
る
実

践
性
が

E
S
D
の
特
徴
の

一
つ
だ
か
ら
で
す
。
こ
う
し

た
実
践
性
は
、

E
S
D
に
限
ら
ず
、
社
会
が
求
め
て
い

る
人
材
に
共
通
す
る
能
力
と
言
う
こ
と
も
で
き
ま
す
。

現
在
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
の
発
達
に
よ
っ
て
最
新

の
知
識
を
得
る
こ
と
は
容
易
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

む
し
ろ
、
い
ま
求
め
ら
れ
て
い
る
力
は
、
知
識
を
自
ら
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得
て
利
用
す
る
力
で
あ
り
、
そ
の
意
味
か
ら
も
教
育
及
び
教
育
方
法
は
、
従
来
の
知
識
伝
達
的
な
な
も
か
ら
「
学
び
方
を

学
ぶ
」
実
践
的
な
教
育
へ
と
変
わ
っ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

大
学
教
育
に
つ
い
て
も
、
「
学
生
に
目
的
意
識
を
持
た
せ
、
学
習
意
欲
を
喚
起
す
る
観
点
か
ら
、
地
域
や
産
業
界
と
の

連
携
を
深
め
、
外
部
人
材
の
積
極
的
な
参
画
を
得
た
り
、
質
の
高
い
体
験
活
動
の
機
会
を
積
極
的
に
設
け
た
り
す
る
な
ど
、

聞
か
れ
た
教
育
活
動
を
推
進
す
る
こ
と
も
有
意
義
で
あ
る
。
」
(
中
教
審
答
申
「
学
士
課
程
教
育
の
構
築
に
向
け
て
」
二

O

O
八
年
十
二
月
)
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

タ
イ
プ

3
や
タ
イ
プ

4
は
、
こ
う
し
た
学
生
が
主
体
的
に
学
び
を
作
っ
て
い
く
授
業
科
目
や
実
社
会
の
具
体
的
な
問
題

を
題
材
と
す
る
授
業
科
目
を
選
択
す
る
際
の
指
標
で
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
こ
う
し
た
授
業
科
目
が
少
し
ず
つ
増
え
て
い
く

こ
と
を
期
待
し
て
設
定
し
た
も
の
で
す
。

先
ほ
ど
の
四
つ
の
領
域
マ

i
ク
と
四
つ
の
タ
イ
プ
の
数
字
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
、

M
2
や
C
-
E
1
と
い
う
よ
う

に
授
業
科
目
が
マ
ー
ク
さ
れ
る
こ
と
で
、
授
業
科
目
は
二
次
元
で
は
な
く
三
次
元
の
構
造
に
変
わ
り
ま
す
。
「
学
び
の
銀

河
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
こ
の
よ
う
に
授
業
科
目
を
構
造
化
・
可
視
化
す
る
こ
と
を
ね
ら
い
と
す
る
も
の
な
の
で
す
。
で

す
か
ら
、
履
修
に
あ
た
っ
て
は
、
ぜ
ひ
こ
の
マ

l
ク
を
参
考
に
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
一

つ
一
つ
の
授
業
科
目
が
星
で
あ

る
と
す
る
と
、
み
な
さ
ん
の
履
修
科
目
は
、
み
な
さ
ん
が

「
学
び
の
銀
河
」
に
描
く
独
自
の
星
座
と
な
る
の
で
す
。
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l
S
0
1
4
0
0
1
の
取
組
と
E
S
D

岩
手
大
学
は
、
二

O
一
O
年
(
平
成
二
二
年
)
十

一
月
に
国
際
的
な
環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
規
格
で
あ
る

I
S

0
1
4
0
0
1
を
認
証
取
得
し
ま
し
た
。
環
境
問
題
へ
の
取
組
を
キ
ャ
ン
パ
ス
と
い
う
足
元
か
ら
実
践
し
て
い
く
た
め
で
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す
。
そ
の
た
め
に
、

I
S
0
1
4
0
0
1
に
関
す
る
実
践
的
な
授
業
科
目
も
新
し
く
開
設
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
だ
け
で
は

な
く
、
多
様
な
授
業
科
目
の
中
で
も
環
境
が
扱
わ
れ
、
ま
た
、
科
目
聞
の
連
携
も
密
に
な
っ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
意
味
で
も
、

I
S
0
1
4
0
0
1
の
取
組
は
ま
さ
に

E
S
D
(持
続
共
生
教
育
)
の
重
要
な
柱
と
な
り
ま
す
。

岩
手
大
学
が
養
成
し
よ
う
と
す
る
「
一
二
世
紀
市
民
」

と
は
、
環
境
問
題
を
は
じ
め
と
す
る
人
類
的
諸
課
題
を
国
際
的

な
視
野
か
ら
捉
え
、
職
場

・
地
域

・
家
庭
の
様
々
の
場
で
、
で
き
る
こ
と
か
ら
コ
ツ
コ
ツ
と
取
り
組
む
よ
う
な

「
T
字
型

人
間
」
で
す
。

E
S
D
(持
続
共
生
教
育
)
は
、
そ
の
た
め
に
、
み
な
さ
ん
の
学
ぴ
を
教
養
と
専
門
に
つ
い
て
も
、
学
び

と
行
動
に
つ
い
て
も
有
機
的
に
結
び
つ
け
て
い
く
大
い
な
る
挑
戦
な
の
で
す
。

岩
手
大
学
は
、
秀
峰
岩
手
山
を
望
み
、
間
近
に
北
上
川
の
清
流
が
流
れ
る
豊
か
な
自
然
環
境
に
立
地
し
て
い
ま
す
。
そ

れ
だ
け
で
は
な
く
、
キ
ャ
ン
パ
ス
は
盛
岡
高
等
農
林
以
来
の
百
年
を
超
え
る
歴
史
を
持
ち
、
キ
ャ
ン
パ
ス
全
体
が
ミ
ュ

!

ジ
ア
ム
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
恵
ま
れ
た
環
境
に
加
え
て
、
四
つ
の
学
部
が
ま
と
ま
っ
て
い
る
こ
と
で
、
み
な
さ

ん
は
学
部
を
越
え
て
交
流
し
あ
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

大
学
は
、
み
な
さ
ん
に
と
っ
て
人
間
形
成
の
場
で
す
。
岩
手
大
学
が
苦
闘
を
重
ね
な
が
ら
培
っ
て
き
た
教
育
の
伝
統
と

新
た
な
挑
戦
を
活
か
し
て
、
自
ら
を
ド
ラ
マ
の
主
人
公
と
し
て
存
分
に
学
ぶ
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

一
人
一
人
が

「
思
い
」

を
大
切
に
し
て
、

「
勇
気
」

を
出
し
て
、
大
き
く
社
会
に
羽
ば
た
い
て
い
く
た
め
に
、
大
学
と
い
う
舞
台
で
何
事
に
も
積

極
的
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
く
だ
さ
い
。

墨冨室
、手;竺

宮室 t
i宰芋た
賢うぞ文
治ム献
ノ>- -'p 
::E:" ...; 

5異
疋玉

冨手

議15
賢千

室長
志望
ート
年
史

『
岩
手
大
学
三
十
年
資
料
』
、

「岩
手
大
学
教
育
学
部
百
年
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署軍

手
大
前4
守ー

の
理
是主

と
教
育
目
標

理
念岩
手
大
学
は
、
真
理
を
傑
求
す
る
教
育
研
究
の
場
と
し
て
、
学

術
文
化
を
創
造
し
つ
つ
、
幅
広
く
深
い
教
養
と
高
い
専
門
性
を
備

え
た
人
材
を
育
成
す
る
こ
と
を
目
指
す
と
と
も
に
、
地
域
社
会
に

開
か
れ
た
大
学
と
し
て
、
そ
の
教
育
研
究
の
成
果
を
も
と
に
地
域

社
会
の
文
化
の
向
上
と
国
際
社
会
の
発
展
に
貢
献
す
る
こ
と
を
目

指
す
。

教
育
目
標

岩
手
大
学
は
、

教
養
教
育
と
専
門
教
育
の
調
和
を
基
本
と
し
て
、

次
の
よ
う
な
資
質
を
兼
ね
備
え
た
人
材
の
育
成
を
目
指
す
固

①
幅
広
く
深
い
教
養
と
総
合
的
な
判
断
力
を
合
わ
せ
持
つ
豊
か
な

人
間
性

②
基
礎
的
な
学
問
的
素
養
に
裏
打
ち
さ
れ
た
専
門
的
能
力

③
環
境
問
題
を
は
じ
め
と
す
る
複
合
的
な
人
類
的
諸
課
題
に
対
す
る

基
礎
的
な
理
解
力

④
地
域
に
対
す
る
理
解
と
ク
口

|
パ
ル
化
に
見
合
う
国
際
理
解
力

⑤
柔
軟
な
課
題
探
求
能
力
と
高
い
倫
理
性

内
)

OJ  〕ミL
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